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   During the period of ten years from 1955 to 1964, 932 cases of urolithiasis were seen 
among a total of 11,874 out-patients visited our urological clinic. 
   The ratio of the patients with calculus to the total out-patients was 7.84 per cent. 
   The frequency of the calculus in the upper urinary tract was much higherthan that 
of in the lower urinary tract. 
   Results of analysis on localization of the calculi, age, sex and therapeutic means were 
reported.
1緒 言
藤 田病院昭和30年7月 に開業 して以来,昭 和
39年12月までの約10年間に経験 した尿路 結石症
にっい て統計的観察を行つたので報 告 し,若 干
の考察を試みた.














皿 部位 による年度別頻 度の比較
第2表 に示す如く尿管結石が最も頻度高く743例に




















































































































































































































V性 別 関 係
結 石 患者 総 数959例の 内,男749例(78.1%),女210
例(21.9%)で,男 女 の比 率 は3.5:1と な る.こ れ





































1〔 》一一 → 尿管 絶石
[・ 一一 ・→ 膀胱 結石
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膀 胱 結 石




























第4表の如 く,腎結石は,右 側やや多 く,尿管結石
では左側に多いが,両 者を 合計すると左側に多い.
Higginsの報告例でも左側がやや多い.
腎 捌 出 術
腎 切 石 術
腎 孟 切 石 術
尿 管 切 石 術
高 位 切 開 術
異 物 鉗 子(尿 道)


























第5図 の如 く,7月101名 で 最 も多 く,2月 は45名
で最 も少 い.6,7,8,9月 の 暑 い時 期 に 多 く,1,
2月 と寒 くな るに従 い患 老 数 が減 少 して い る.1956年
Prince等も5月 か ら9月 に 多 く,12,1,2月 に 少
い と言 う.こ れ は気 温 の上 昇 に よ る発 汗 と尿 の 濃 縮 が
























昭和30年7月 よ り,昭 和39年12月迄 の約10年
間の藤 田病院泌尿器科 を訪れ た尿路結石症患者
の統計的観察 を行 い,次 の如 き結果 を得 た.
1)約10年 間 に931名の結石患者が来訪 し,
これは外来愚者 の7.84%に当 る.
2)部 位的 には尿管結石 が最 も多 く77.5%を
占め,次 いで腎結石11.5%,膀胱 結石7.5%,
尿道結石1.9%,前 立 腺結石1.6%で あつた.
3)全 結石症 の頻 発年令 は20才代 が最 高であ
るが,部 位別 にみる と尿管結石は20才代,腎 結
石 では30才代,膀 胱結 石では60才代 に最 も多 く
み られる。
4)男 女比 は3.5:1で あ る.
5)尿 路結石症来院時月別頻度は,7,8,
9月 に多い,
6)治 療では尿管切石術が最 も多 く,次 いで
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